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200312今年もいっぱい遊ぼうね「白石スキー場」w～t　職員給与のあらましy～u

まちかどズームインほかi～!3　くらし百科ほか!4～!7　募集・お知らせほか!8～@8

平成16年４月  白石市は市制施行50周年を迎えます�

古紙配合率100%の再生紙と、植物性大豆油インキを使用し、
環境にやさしい水なし印刷方式を採用しています。
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「小原の伝説」を編集��
小原の赤井畑さん�

　小原地区自治会連合会では、

地元に埋もれている伝承や物語、

仕事唄などを後世に伝えようと、

10月に「小原の伝説」と題した

冊子を発刊しました。発刊に当たり、編集者として中心的な役割を担ったの

が赤井畑柳二さん（小原）です。�

　「小原の伝説」は、昭和59年に地元の半沢和人氏によって発刊された

10編に新たに11編を加え、21編を収録しています。発行部数は1,500部。

小原地区全世帯のほか、市内の全小中学校にも配布されました。�

　発刊のきっかけは？「今年3月の検断屋敷オープンがきっかけです。建物

ばかりではなく、街道筋の小原にはどんなドラマがあったかなど、ソフトの面

でもう一度小原を見直すいい機会ではないかと思ったんです。小原に伝わ

るいいものを失わないよう、歴史を発掘して残していかなければと思った

んです。それで4月の小原自治会連合会会議で発刊を提案して、自治会長

さん方の賛同を得て作業が始まりました。」伝説を知っている各地区の古

老探しから始まって、赤井畑さんと各地区の自治会長さんが古老の家々を

回って取材をしていったとのことです。�

　編集で心がけたことは？「単なる昔話ではなく、小原の歴史に基づいたも

のにしようと、古碑・墓碑を確認したり、古文書などを見せてもらうなど、で

きる限り裏付けをとり、話の量も読みやすいように心がけました。」�

　出来上がった「小原の伝説」には、新町地区で信仰を集める「子守地蔵」

や明戸地区に伝わる「かっぱ渕」など、綿密な取材と裏付け調査がうかがえ

る話が並んでいます。�

  発刊してみて？「『よくこんなに発掘できたね』と言ってもらったのがうれ

しかったですね。あと2、3年後だったら発刊は難しく、いいタイミングだっ

たと思います。」�

  宮郵便局長などを歴任し、37年間の郵便局勤務を終えられて3年目の赤

井畑さん。昨年4月から赤井畑地区の自治会長を務め、宮城県古文書を読

む会の会員にもなっています。「退職後、次の3つを生活の柱としております。

①健康保持のための運動②知的興味の追求③家事を自分自身の生涯学習

の柱にしました。2つ目の柱との関わりで、『もう少し小原のことを知るため

に資料を調べたい、でも古文書

が読めない』ということで会員に

なりました。古文書が読めるよう

になって初めて小原の歴史の姿

が見えてくる気がします。」�

　「小原にたくさんある、日の目

を見ていない隠れた宝もの。そ

れを広め、小原の歴史を知らし

める一助に、というのが夢です。」�

▲11月8日、白石市生涯学習フェスティバル�
　「しろいし宝もの再発見・おらが里小原自慢」�
　で講師を務める赤井畑さん�

11月に全国各地で開催された「ワールドカップバレーボール2003」に
出場したドミニカとキューバの女子代表チームが10月下旬、白石で事前キ
ャンプを実施しました。
キャンプ期間中、10月26日に福岡中体育館、翌27日には南中体育館で、小

中学生を対象にしたキューバ代表によるバレーボール教室も開催されました。
キューバ代表の皆さんは、厳しい練習の合間にもかかわらず、親切・てい
ねいに指導をしてくれました。あこがれの選手を前に緊張気味だった子ども
たちも、次第に打ち解けて、和気あいあいと貴重な経験を楽しみました。

世界のトップチームからバレーを教わりました

▲10月29日には、キューバチームの紅白試合も開催▲高校生も練習パートナーに（白石工業の皆さん）


